
エグゼクティブサマリー

背景・目的

＜背景＞
若年層(39歳以下の組合員)は仕事や子育てなど家庭の優先度が高く、健康管理に時間を割くことが後回しになりやすいため、健康改善の施策を実施しても、
参加者の募集に課題が生じやすい。また、健康意識はあっても、対面や面談中心の介入を受ける時間的余裕がないため、従来のアプローチでは改善につなが
りにくい。そのため、多忙な若年層でも参加しやすく、かつ継続できる仕組みづくりが必要であり、従来のアプローチとは異なる切り口が必要と考える。
＜目的＞
健保のLINE公式アカウントを活用し、24時間いつでも施策申込みが可能な環境を整備することで、参加者募集の効率化を図る。特に多忙な若年層でも気軽に
参加しやすい仕組みを構築し、定期的なLINEからの案内通知により、参加者数の最大化を目指す。また、生活習慣改善プログラムをアプリ上で提供すること
で、対面や面談による介入を不要とし、仕事や家庭に影響を与えることなく「ながら」で実践できる環境を実現する。これにより、多忙な若年層でも継続し
やすい仕組みを構築する。さらに、アプリ内ではパーソナルヘルスケアAIがゲーミフィケーションや自動フィードバックを組み合わせて、個人ごとに最適化
したアドバイスを提供する。加えて、LINEからの定期的なリマインド配信や健康コンテンツの提供を通じて、利用者のポジティブな習慣形成を支援する。

事業内容

効果・成果

事業名
若年層への生活習慣改善プログラム(LINE×パーソナルヘルスケアAIの活用)
～将来的な特定保健指導の対象者減および各種疾病予防による医療費削減～

主幹健保名 栗田健康保険組合

参加健保組合数 ２組合

コンソーシアムの特徴 AIが一人ひとりの生活習慣データを分析し、最適な健康アドバイスを提案。 LINEやアプリ、デバイス活用で、日常生活に自然に溶け込む健康習慣づくりを支援

令和７年度高齢者医療運営円滑化等補助金 成果連動型民間委託契約方式保健事業

【対象者】若年層：39歳以下の特定保健指導基準相当に該当する加入者

1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月

AIフォローアップ

メッセージ支援

AI支援

体重管理

ナッジLINE配信

適切なタイミングでAIがフォロー

食事・運動・睡眠等の専門家がプログラムをバックアップ

AIが提案した行動を実行し、健康習慣定着を目指す

スマートバスマットで毎日自然に体重を計測

配信 配信 配信 配信

issin(株)
・AIを活用した生活習
慣改善プログラム

(株)三菱総合研究所
・200種以上の健康コ
ンテンツ配信
・ナッジ理論を活用し
たメッセージ配信募集

※令和8年3月31日以降にプログラムを完了した参加者は7名。期間内に終了していないため、実績及び分析からは除外





パーソナルヘルスケアAI
「ウェリー」

【ポイント】
 定期的なスコアシート(目標体重、体重

変動状況、残プログラム期間等)の通知

により、取組継続を促進

 体重の減量度合に応じて3セグメントに

分け、通知メッセージを最適化するこ

とにより、リマインド効果を最大化

 その他、健康情報の発信も定期的に実

施することで、アプリと両輪で健康行

動をサポート

健康行動を習慣化

アプリ・LINEで健康行動をサポート





主な活動報告



保健事業としての成果と評価

■データ測定方法・解析方法
毎日の入浴前後に、スマートバスマット（体組成計機能付き土バスマット）を使用することで、バスマットで足を拭いている間に
無意識のうちに体重測定が完了する。通常の体重計とは異なり、日常生活の導線の中で自然に測定できることが特徴であり、測定した体重・体組成データは専用
アプリへ自動記録される。また、管理画面から参加者の入力の測定データを管理・閲覧でき、90日間の測定実績をもとに体重変化を分析



保健事業としての成果と評価

参加者プロフィール



PFS事業としての成果



PFS事業としての成果



PFS事業としての成果



PFS事業としての成果
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